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次の問題１あるいは問題２のいずれかの問題を選択して解答しなさい。

(選択した問題の番号を解答用紙に記載すること。) 

問題１ 次の文章を読み、問１および問２に答えなさい。

東洋的な価値観と老年的超越

私たちが百寿者の心理を調査しているのは、「超高齢の方は、自分を幸せにしていく考え方をお持ち

なのではないだろうか。それを明らかにして、そこから学びたい」という仮説からでした。

超高齢の方に、「幸せでいる秘訣は何ですか」とか「あなたが普段生きていく中でどんなことを大事

にしていますか」とお聞きすると、よく出てくるのは「あるがままを大切にしています」「自然のまま

ということを心がけています」「あれこれ考えたり、気を遣ったりしない」という言葉です。とても穏

やかな顔つきで話されますので、ここには何か幸福感につながる重要な要素があるのだろうと感じま

す。

アメリカの研究者の方に聞いてみると、「アメリカ人は、そんなことは絶対に言わない」とのことで

した。アメリカには「自然のままに」という英語そのものがないそうです。無理に訳すとすれば、「Let 
it be.」という言葉になりそうですが、この言葉に対するイメージは日本人とアメリカ人ではかなり違

います。（2）日本人にはとても感じの良い言葉に思えますが、アメリカ人にとっては、基本的にはネ

ガティブな言葉です。流されるままに、虚無の世界に落ちていくというようなイメージなのだそうで

す。

かつてビートルズが『レット・イット・ビー』という曲を出しましたが、アメリカ人には意外な印

象を与えたようです。この曲をきっかけに、「レット・イット・ビー」という言葉には、インドの仏教

や東洋の哲学ではポジティブな面があるということを知った方もいたようです。

日本には「無我」「無為」という言葉もあり、これらをとても重要なことだと考えている方はたくさ

んいます。しかし、西洋の人からすると、「無我」「無為」という言葉も、非常にネガティブな印象を

持つようです。西洋人にとっては、「自我」「自立」が非常に重要なのです。

ですが、 トルンスタム（注）の老年的超越の考え方は、東洋的な価値観の影響を受けたものですから、

自我のあり方が異なる日本人にも参考になるだろうと思います。

繰り返しますが、日本の高齢者で、心理状態の良い方のお話の中には、必ずといっていいほど、「あ

るがまま」とか「自然のまま」という要素が出てきます。これはトルンスタムの理論の中には直接あ

りませんが、とても重要な要素と考えられます。おそらく日本人に合った老いの形です。

東洋的な発想も含む老年的超越が、西洋の超高齢の方に役立つものとされていることを考えると、

（1）「あるがまま」「自然のまま」といった言葉は、日本から西洋に発信できる超高齢化社会の重要な

キーワードとなるかもしれません。

（注）スウェーデンの社会学者、ラルス・トルンスタム。1980 年代にトルンスタムは、85 歳以上などの高齢者に起こ

る心理状態を「老年的超越」と唱えた。 

出典：増井幸恵 著『話が長くなるお年寄りには 理由
わ け

がある』，PHP新書，2014年 

 
 
 
 

著作権法に基づき公開しておりません。



問１． 下線部(1)「『あるがまま』『自然のまま』といった言葉は、日本から西洋に発信できる超高齢

化社会の重要なキーワードとなるかもしれません」と述べていますが、これについて筆者の

考えを 400 字以内で簡潔に述べなさい。

問２． 筆者は「自然のままに」という言葉について、下線部(2)「日本人にはとても感じの良い

言葉に思えますが、アメリカ人にとっては、基本的にはネガティブな言葉」であると述べ

ています。これについて自分の意見を 600 字以内で述べなさい。



問題２ 次の文章を読み、問１および問２に答えなさい。

勝者なき収束のあとに

コロナ危機は、戦争ではないとしても、多くの人的・物的・社会的犠牲を要求する、激しい闘いで

あり続けている。だが、科学的に打つべき手を打ち、市民も必要な自制と協力を貫けば、いつかは一

定の収束に達するだろう。むろん「撲滅」などではない。天然痘ウイルスのように撲滅するのは容易

ではないのだ。仮に新型コロナウイルスを撲滅できたとしても、これまでと同じく、また別のウイル

スが人類を襲うだろう。だから、それと共生しつつ、人命の損失を最小限にとどめる社会体制を作り、

かつ、ウイルスの凶暴化をできるだけ避ける変革を自覚的に行わなければならない。

医療体制の整備はむろんである。その日に使うわけではない人員や器材を後回しにするという政策

方針が、こういう危機の際に脆弱性をあらわにすることを、少なくとも日本はよくよく経験した。教

育制度も、種々の社会的弱者の保護も、流通システムも、それぞれに問題が多いことが明らかになっ

た。

日本だけではない。多くの国が個別に対処する中で、それぞれの脆弱性を痛感するだけでなく、国

境を超える地球全体の問題がこの事態に深く関わっていることを知り始めたに違いない。環境破壊、

過剰な人口、膨大な食料の生産、野放図な自由主義経済、そこからの脱落者の切り捨て、地球全体の

資源配分の誤り（軍事費の増大など）等々、多くの問題が連鎖して今回の事態に至っている。

幸か不幸か、多くの人が同時に同じような苦しみを経験することにより、多くの人が明日は今日の

続きではないと実感することにもなった。それはすなわち、際限なき自己拡大と、そのための抑制な

き自由競争を、ともに見直す好機でもあるだろう。経済であれ領土であれ軍事的支配であれ、無限に

拡大することなどできない。であるなら、ここしばらく続いた政治や社会の原理を、根本から見直す

ほかないだろう。首尾よく危機的な状況から脱し始めた国の中には、「わが国は勝利した」といった認

識を持つ国もあるようだが、こういう認識は来るべき世界にとって、何の役にも立たない。ウイルス

に永遠に勝利できるわけではないし、他の国々との競争が今回の危機の要諦だったのではないからだ。 

来るべき世界はむしろ、何の分野であれ無用の敵対的競争を抑制し、自然とも和解し、人間が境界

を超えて共生する世界であるだろう。この状況からの脱出を「生き残り」と呼ぶのは誇張かもしれな

いが、この後の世界が多くの点でこれまでとは違ったものになることは確かである。それは他者と共

に生き残ることを本気で構想する、《利他的生き残り》（Altruistic Survival)の哲学に立ったものでな

ければならない。それはただの理想論だ、と言うだろうか。ならば、この状況に直面してネオ・リベ

ラリズムやリアリズムは何かの役に立ったか、それを問い直すべきだろう。昨日の世界の回復ではな

く、（1）新しい世界に向けた再出発が、いま必要になっているのだ。

その足がかりはある。ひんぱんに国外の友人たちとテレビ会議を開くが、ことコロナに関しては、

各国の友人たちがすべて同じ闘いのさなかにあることを肌で感じるのだ。常日頃、共通の関心事を討

議してはいたが、同じ境遇に置かれていると実感したことは一度もなかった。（2）このつながりは、

たんにインターネットによる機械的なつながりを超えた、深い精神的連帯である。これを来るべき世

界のための資本にしよう。

この危機を境に、禍々
まがまが

しいものの象徴としての「近代」が終わる。いや、終えなければならないし、

いまが最大の好機なのだ。

 
 

 

著作権法に基づき公開しておりません。



出典：最上敏樹 著「世界隔離を終えるとき」村上陽一郎 編『コロナ後の世界を生きる 私たちの提

言』，岩波書店，2020 年 

問１． 下線部(1)の「新しい世界に向けた再出発」とはどのようなものですか。筆者の主張を 400

字以内で簡潔に説明しなさい。 

問２． 下線部(2)の「来るべき世界のための資本」としての「深い精神的連帯」とはどのようなもの

ですか。筆者の意見を踏まえたうえで、あなたの考えを 600字以内で述べなさい。 


